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　 本 稿 は,19世 紀(正 確 に は1790年 か ら1870年)の ア メ リカの 新 聞 に お い て オ セ ア ニ

アの 人 々が どの よ うに 記 され て い た か を紹 介 し,新 聞記 事 か ら ア メ リカ人 の オ セ ア ニ

ア人 観 を 検討 す る ことを 目的 と して い る。

　 本 稿 で 用 い る史 料 は,ウ ォ ー ド(G.Ward)の 編 集 に よ り1967年 に 刊 行 され た

American　 Activities　in　the　Central　PaCific　1790-1870(全8巻)で あ る。 この本 は,

ア メ リカで 発 行 され た新 聞 のな か か ら上 記 の期 間 に掲載 され た オ セ ア ニ ア関係 の記 事

を収 集 し,記 事 が扱 ってい る地 域 名 の ア ル フ ァベ ッ ト順 に並 べ た もの で あ る。 対 象 と

な った新 聞 は,大 多 数 は マ サ チ ュセ ッツ州 で発 行 され た もの だ が,ホ ノル ル,サ ソフ

ラ ン シス コ,ニ ュ ー ヨー ク,ワ シ ン トソな どで発 行 され た もの も若 干 含 まれ て い る。

　 1930年 代,太 平 洋 を横 断 す る商 業 航 空路 が 開設 され る と,こ れ ま で顧 み られ る こ と

の な か った太 平 洋 の 小 さ な 島 々が 脚 光 を浴 び た。 飛 行 機 の燃 料 補 給 地 や 緊 急避 難 地 と

して 必要 とな った か らで あ る。 ア メ リカは,そ う した 目的 に 叶 う島 々 を捜 し,そ の 島
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々に対 す る権 利 を 主 張 しよ う と した。 そ こで,誰 が そ の島 々を発 見 した のか,ど の 国

が領 有 権 を 持 って い るの か を調 べ る こ とが 必要 とな り,ア メ リカの船 員達 が太 平 洋 の

島 々を訪 れ た 記 録 を 調 べ る こ とに な った の で あ る。

　 1940年,ア メ リカ国 務 省 のCentral　 Pacific　Islands　Project　1790-1870が 始 ま り,新

聞や航 海 日誌 が 調 査 され た。 この作 業 は1942年 に終 了 したが,そ の 後 は 飛行 機 の性 能

が増 大 した ため,そ う した 島 々 の必 要 性 もな くな って,調 査 結 果 は そ の まま に な って

いた 。 そ れ を地 理 学 者 の ウ ォー ドが編 集 して,1967年 に刊 行 した の が この 本 で あ る。

なお,航 海 日誌 に関 す る調査 結果 は残 って い な か った の で,こ の 本 に載 せ られ た のは

新 聞 記 事 の み で あ る。

1　 19世紀 のオセアニア と西洋

　 まず,19世 紀 の オ セ ア ニア と西 洋 との関 係 が どの よ うな もので あ った の か を,簡 単

に見 てお くこ とに し よ う。

　太 平 洋 に 初 め て船 を乗 り入 れ た 西 洋 人 は ス ペ イ ソ艦 隊 を率 いた マゼ ラ ンで あ り,そ

れは1521年 の こ とで あ った 。 そ の 後,ス ペ イ ンは 太 平 洋 に新 しい植 民 地 を 求 め て 多 く

の探 検 隊 を 派遣 した。16世 紀 の 太 平 洋 は 「ス ペ イ ソの湖 」 と呼ぼ れ た 。17世 紀,ス ペ

イ ソ人 に代 わ って 太平 洋 で活 躍 した の は オ ラ ソダ人 で あ った。

　そ して18世 紀,太 平 洋 探 検 を 完 成 させ た の は イ ギ リス と フ ラ ンスで あ った 。 な か で

も1767年 の ウ ォ リス に よる タ ヒチ 島の 「発 見 」 と,ジ ェー ム ズ ・ク ッ クの3回 の 探 検

航海(1768-71,1772-75,1776--79)が 重要 で あ っ た。 タ ヒチ 島 には,1768年 に フ ラ ン

ス の探 検 家 の ブ ー ゲ ン ビルが 訪 れ,航 海 記 に タ ヒチ 島 を高 貴 な野 蛮 人 の住 む 文 明 に 毒

され て い な い理 想 郷 と記 した 。 これ に 触 発 され て,哲 学 者 の デ ィ ドロは,ヨ ー ロ ッパ

文 明 批 判 の 書,『 ブ ー ゲ ン ビル航 海 記 補 遺 』 を 出 版 し,ヨ ー ロ ッパ に タ ヒチ(ポ リネ

シ ア)=楽 園 の イ メー ジが 広 ま った。

　 ジ ェー ム ズ ・ク ックは太 平 洋 の最 も偉 大 な探 検 家 で あ った 。彼 は,オ ー ス トラ リア

や ニ ュー ジ ー ラ ン ドの海 岸 線 を 正 確 に 海 図 に 記 し,南 極 の海 域 まで探 索 して 伝 説 の 南

方 大 陸 が存 在 しない こ と も確 か め た 。 さ らに,ニ ュー カ レ ドニアや ハ7イ 諸 島 も 「発

見 」 し,太 平 洋 のほ とん どの 島 々 が正 し く地 図 の上 に示 され る こ とに な った 。 この 航

海 に は科 学 者 や 画 家 が 同行 し,博 物 学 や 民 族 学 の研 究 に も大 きな貢 献 を果 た した 。

　 ク ッ クの3回 目の 探 検 に参 加 した 者 に ジ ョソ ・レ ドヤ ー ドとい う ア メ リカ 人 が い

た 。 彼 は,公 式 の航 海 記録 の 出版 に先 立 って 自分 の航 海 記 録 を 出版 し,ア メ リカ北 西
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海 岸 の ラ ッコ猟 の経 済 的 可 能 性 を示 唆 した 。 ラ ッコの 毛皮 を 中国 に持 って行 け ぽ,莫

大 な利 益 を 得 られ た か ら であ る。1787年 よ りボ ス トソの 人 々が ラ ッコ猟 を始 め,ハ ワ

イ経 由 で中 国 に 航 行 し,1790年 ボス トソに戻 っ て きた 。 この後,ハ ワイ は北 西 海 岸 か

ら中 国へ 毛 皮 を 運 ぶ 全 て の船 の 寄港 地 とな り,北 西 海 岸 で の毛 皮 交 易 は1825年 ま で続

い た(Dodge　 1965:62)。

　 絹 ・茶 ・磁 器 とい った 中 国 の産 物 は 欧米 社 会 で盛 ん に もて はや され た の に,西 洋 に

は 中 国人 が必 要 とす る品物 は あ ま りな か った。 ラ ッ コが 乱 獲 に よ り減 少 して く る と,

そ れ に代 わ る品が 必 要 とな った 。 太平 洋 の 島 々は,中 国 人 が欲 しが る 白檀 ・ナ マ コ ・

真 珠 な どを産 出 した 。

『1804年 に フ
ィ ジ ーに 白檀 の あ る こ とが わ か る と,多 くの 船 が や って 来 た 。 しか し

1816年 に は フ ィジ ーの 白檀 は採 り尽 くされ た 。 そ の後,ハ ワイ(1811-28年),マ ル ケ

サ ス(1813-17年),ニ ュー カ レ ドニア と ニ ューヘ ブ リデ ス(1820年 代 の終 わ り一1865

年)と い う順 に,新 しい 産 地 を発 見 して は 乱 獲 す る とい う過 程 を繰 り返 し,19世 紀 の

半 ぽ には 太 平 洋 中 の 白檀 は 消 滅 して しま った 。 白檀 交 易 は太 平 洋 の 交 易 で もっ とも暴

力 を 伴 うも の で あ った とい う。 太 平 洋 の ナ マ コの産 地 と して 有 名 な の は フ ィ ジ ーで

あ った が,フ ィジ ーで の ナマ コ交 易 も,1810年 代 の 開始 か ら2度 の ピ ー クを経 て,50

年 代 には 停 滞 した 。真 珠 の 交 易 は1832年 か ら1838年 まで ツア モ ツを 中 心 に行 わ れ た 。

　 白檀 や ナ マ コ以 上 に19世 紀 の 太 平洋 に大 き な影 響 を与 えた のは,主 と して ア メ リカ

人 に よっ て行 わ れ た捕 鯨 業 であ った。 ア メ リカ の東 海 岸 で は早 くか ら沿 岸捕 鯨 が営 ま

れ て いた が,18世 紀 に は ナ ンタ ケ ヅ トな どを 中心 と して 大西 洋 での 遠 洋 捕 鯨 が行 わ れ

る よ うに な った 。1789年 に捕 鯨 船 は南 米 の先 端 の ホ ー ン岬 を廻 って 初 め て 太平 洋 に入

り,チ リの沖 合 で操 業 した。 太 平 洋捕 鯨 の 開始 で あ る。 他方,1788年 に イ ギ リス の植

民 地 とな った オ ー ス トラ リア で も,周 辺海 域 で の捕 鯨 が 始 ま った。1791年 に シ ドニー

に 着 い た 囚人 輸 送 船11隻 の うち5隻 は捕 鯨 船 で,囚 人 を 降 ろす と直 ち に鯨 を 追 い か け

た とい う(森 田1994:72-74)。 太 平 洋 の 捕 鯨 は,し ば ら くの 間,北 米 ・南 米 の 沿岸

地 域 とオ ース トラ リアの 東 岸部 に限 られ て い た が,1820年 頃 に赤 道 地 帯 や 日本 沖 に鯨

の漁 場 が 発 見 され る と,太 平 洋一 帯 に 捕 鯨 船 が 繰 り出 した 。

　 捕 鯨 船 は 一 度 母港 を 出 る と,数 年 は戻 らず に 鯨 を追 いか け 続 け た 。このた め,食 料 ・

水 ・薪 の補 給 や 船 員 の休 養 の 目的 で,捕 鯨 船 は しぼ しば 島 々 に立 ち寄 った。1838年 か

ら42年 にか け て ア メ リカ に よ る最初 の大 規 模 な太 平 洋 の科 学 探 検 を 行 った ウ ィル クス

は太 平 洋 上 に15の 鯨 の漁 場 を 記 して い るが,そ の う.ち10の漁 場 は ポ リネ シア 内部 また

は そ の近 くで あ った(Strauss　 1963:35)。 それ ゆ え,捕 鯨船 は タ ヒチ ・ハ ワイ ・ニ ュー
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ジーランドといったポ リネシアの島々に頻繁に寄港したが,メ ラネシアの島々への寄

港は少なかった(Campbell　 1989:64)。 捕鯨船の乗組員には,長 期間の洋上でのきび

しい労働に嫌気がさし,南 海でのきままな生活に憧れて,船 から逃げ出して島での滞

在を選ぶ者もいた。多 くの船員が去ったために,人 手が足 りな くて出港出来ない船も

でた。そのような場合,島 での生活に飽 きた船員や島民を雇い入れた。

　鯨油は照明用燃料や蝋燭に用いられ る大切な資源であった。太平洋での捕鯨は,

1835年頃より1850年代にかけてが最盛期で,1860年 代に入ると衰退していった。鯨の

数が減少 したことに加えて,1859年 にアメリカのペソシルヴァニアで最初の油田が発

掘されて石油が鯨油に取って変わっていったからである。

　白檀や鯨が枯渇した後の太平洋地域は,コ コヤシ ・サ トウキビなどの熱帯の農産物

の産地として注目された。ヤシの成育には太平洋の島々は理想的な環境であ り,手 が

かからず,乾 燥させてコブラを作 るのも簡単であった。 ココヤシの油はマーガリソ ・

石鹸 ・ダイナマイ トなどの原料 となった。サ トウキビは,オ ース トラリアのクイーソ

ズランド,フ ィジー,ハ ワイなどの地域で栽培された。

　サ トウキビの農園は大量の労働力を必要とした。このため,ハ ワイのサ トウキ ビ耕

作地には,1852年 以降,中 国 ・日本 ・フィリピンなどから労働者が移住 した。フィジー

には1879年 からインド人労働者が導入された。

　労働者には,オ セアニアの人々も用いられた。1860年 頃より,労 働力徴収者が,メ

ラネシアのソロモン諸島 ・ニューカレドニア ・ロイヤルティ諸島などのまだ貨幣経済

の影響を受けていない地域で安い労働力を集め,ク イーンズラソドやフィジーなどの

農園主に供給 した。数年間の契約労働者 として雇われ,年 季が明けると僅かな西洋の

品物が与えられて故郷に送 り帰されることになっていた。しかし,文 字 も読めず,賃

金労働の意味も良くわからない人 々を見知らぬ土地へ連れて行って働かすのであるか

ら,多くの問題が生 じた。誘拐 まがいの方法で人々を無理や り駆 り集めることも多かっ

た。また,監 督されて定められた時間働 くとい う習慣を持たない人 々には,異 なる生

活環境での過酷な労働で病死する者 も少なくなかった。こうしたブラックバーデ ィン

グと呼ぼれた契約労働は,奴 隷貿易 と変わらないとして当初より宣教師達からは非難

されたが,20世 紀の初頭まで続いた。

　このように,19世 紀の太平洋では西洋人による経済活動が盛んに行われたが,宣 教

師による布教活動 も精力的に行われた。太平洋諸島におけるキ リス ト教の歴史は,

16～17世紀にスペイソ人の探検隊に同行 したカ トリックの宣教師による伝道に始まる

が,ミ クロネシアのマ リアナ諸島以外の地域ではなんの成果 も挙げることが出来な
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か った 。 本格 的 な布 教 活動 は,1797年 に プ ロテ ス タ ソ トの ロ ソ ドソ伝 道 協 会 の 一 団 が

タ ヒチ 島 に上 陸 して開 始 され た。1819年 に ポ マ レニ 世 が 改 宗 す る と,タ ヒチ で は 改宗

が あい つ い だ。そ の後,ロ ソ ドソ伝 道協 会 は ポ リネ シ アの 各地 に活 動 を 広 げ て い った 。

ア メ リカの ボ ス トソ宣 教 団 も1820年 よ りハ ワイ で布 教 活 動 を 開 始 した。1930年 代 まで

に ポ リネ シ アの 主要 な 島 々の 人 々が キ リス ト教 に 改宗 す る と,そ の後,布 教 活 動 は メ

ラネ シアや ミク ロネ シアへ と広 が った。

　 フ ラ ンスの カ トリッ ク宣 教 団 は,1827年 の・・ワイ を 皮切 りに,オ セ ア ニアで の 布 教

に乗 り出 した 。 この た め,プ ロテス タ ソ トとカ トリ ックの両 派 の対 立 が 各地 で起 こ っ

た 。 カ ト リッ ク宣 教 団 は,40年 代 に は フ ラ ンス海 軍 の 支援 を受 け て,そ れ まで プ ロテ

ス タ ソ トで あ った タ ヒチ の人 々 を カ トリッ クに変 え,53年 の フ ラ ソスの ニ ュー カ レ ド

ニ ア併 合 に際 して も重要 な役 割 を果 た した。

　 プ ロテ ス タ ン トとカ トリ ックの布 教 活動 の結 果,19世 紀 の 初 め に は キ リス ト教 につ

いて は ほ とん ど何 も知 らな い 異教 徒 だ った オ セ ア ニア の人 々は,世 紀 の終 わ り頃 に は

多 くの地 域 で キ リス ト教 徒 とな って いた の で あ る。

　 西 洋 諸 国 は19世 紀 の前 半 まで は太 平 洋 地 域 に領 土 的 関 心 を あ ま り持 た なか った。 島

々は小 さ く,経 済 的 価 値 もあ ま りな か った か らで あ る。 それ で も,イ ギ リスが1788年

か らオ ー ス トラ リア の植 民 を 開 始 し,1840年 に ニ ュ ー ジー ラ ン ドを 領有 した 。 フ ラ ソ

ス も,1842年 以 降,タ ヒチ ・ツ アモ ツ ・マ ル ケサ スな どの東 ポ リネ シア の 島 々 を獲 得

し,1853年 に メ ラネ シア の ニ ュー カ レ ドニ ア を領 有 した。 オ ラ ンダ も1828年 に ニ ュ　一一

ギ ニア 島 西部 を 併 合 した。

　 島 々の戦 略 的 価値 が認 識 され る よ うに な った19世 紀 後半 の太 平 洋 は,西 洋列 強 に よ

る植 民 地争 奪 の舞 台 とな った。 イ ギ リス は,フ ィジ ー(1874年)・ ニ ューギ ニア東 南

部(1884年)を 併 合 し,ト ンガ を保 護 領(1900年)と し,ニ ュ ーヘ ブ リデス に つ い て

は1906年 か ら フ ラ ソス と共 同統 治 を行 った 。ドイ ツは,ニ ューギ ニ ア北 東 部(1884年)・

ミク ロネ シア の マ ー シ ャル 諸 島(1885年)を 保護 領 と し,1899年 に は米 西 戦 争 に 敗 れ

た ス ペイ ソか らマ リア ナ(グ ア ムを除 く)と カ ロ リソの両 諸 島を 買 収 した。 最 も遅 れ

て太 平 洋 の分 割争 い に加 わ った ア メ リカ も,1898年 に ハ ワイを 併 合 し,同 年 に 米 西 戦

争 で 占領 した グ ア ムを フ ィ リピン と共 に領 有 した 。 長 い 間,イ ギ リス ・ ドイ ツ ・ア メ

リカの3力 国で 利権 が争 わ れ て きた サ モ ア諸 島 も,1899年 に ア メ リカ と ドイ ツが 東 西

に分 割 して それ ぞ れ を領 有 した。 こ うして,オ ラ ソダ領 とな った西 ニ ュ ーギ ニア とチ

リ領 とな った イ ース タ ー島 を除 く太 平 洋 の 全域 は,19世 紀 の 末 ま で に英 仏独 米 の4力

国 の間 で 分割 され る こ とに な った。
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皿　 ポ リネ シアに関す る新 聞記事

　 こ こで,新 聞記 事 を紹 介 す る こ とにす るが,ウ ォ ー ドの本 の なか で見 出 し とされ て

い る地 名 は,ミ ク ロネ シ ア とい った広 域 を 示 す もの か ら小 さ な無 人 島 の名 前 まで 様 々

で あ る。 こ こで は,オ セ ア ニ アの人 々に 言 及 して い る記 事 を取 り出 し,そ れ らを 地 域

別 に 並 べ 換 え て,ポ リネ シ ア と メ ラネ シ アに つ い て示 す(ミ ク ロネ シア は紙 幅 の 都 合

で 本 稿 で は 省 略 す る)。 さ らに,比 較 の便 を 図 る た め に,肯 定 的 な 内 容 の 記 事 と否 定

的 な 内 容 の 記 事 に 分 け て 示 す 。 な お,オ セ ア ニ ア の 人 々 を 示 す 言 葉 の うち,

aborigineを 「土 着 民 」,　nativeを 「原住 民 」,　inhabitantを 「住 民」,　savageを 「野 蛮

人 」 と訳 す こ とにす る。 また,新 聞 記 事 の 出典 につ い て は巻 数 と頁 数 のみ を 示 す こ と

に す る。

1肯 定的な内容の記事

ソサエテ ィ諸島

　　　 1816年 　 モオ レア島でキ リス ト教 の布教が進展。大 多数 の人々が偶像 を放棄 し,宣 教師

　　 は彼 らの神 々を焼 き払 った。首 長たちは聖域 を破壊 し,壊 した祭壇 を燃 や して料理 した。

　　600人 以上の人 々(主 として成人)が 宣教 師の開 いた学校 で学ぶ(4・635)。

　　　 1817年 　 ソサ エテ ィ諸 島では,数 年前,数 か月前 まで残酷 な異教徒 だった土着民が 今や

　　 キ リス ト教徒である。 あま りに もすぼ らしい変化だ(6・410-411)。

　　　 1819年 　この諸島 のすべてが キ リス ト教徒であ ると表 明 している。盗み は見 られ ない。

　　家庭 での祈 りは どの家 でも行われている(7・5)。 教育の ない野蛮人 が,以 前見たこ とのな

　　 い真剣 さと厳か さのなかで賛美歌を歌 っているのを見て驚 く(7・7)。

　　　 1823年 　 フアヒネ島ではキ リス ト教が広 ま り,人 々は驚 くほ ど道徳的 で,文 明が急速 に

　　進展。偶像の寺院 は破壊 され,そ の廃櫨 の上に エホバの寺院が建 つ(3・321)。

　　　1824年 　住民は既にイギ リス風の衣服を着用す るが,便 利 な家屋 を建 ててヨーロ ッパ風

　　 の家具を備える ことも始めた(5・364)。 現在は ク ック船長の来航時 とは まった く異 なる。

　　宣教師が住民の道徳や慣習を完全に変えた。偶像崇拝は もはや存在せず,キ リス ト教を受

　　け入れてい る(5・370)。 この群島の幸福 な原住民は よ り文 明化 した人 々の悪徳や愚行 から

　　今の ところ免れてい る。以前は西洋の航海者に よって悪に染 まっていたが,現 在はキ リス

　　 ト教 の影響 で,ソ サ エテ ィ諸島 の住民はいかな る文 明社会 も真似 ることを恥 じる必要 のな

　　いモデルを示す。 ク ック船長には盗人の汚名を着せ られたが,野 蛮人の間で頻繁に見 られ

　　 る盗みは,こ こではほ とん ど見 られ ない。 住民は とて も友好的で外国人に親切で,文 明の

　　高い段階に達 しているよ うに見 える(6・412-416)。 女性達 は慎み深 く行動 し,以 前の よ う
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　　 な交際はほ とんど望めない。ほ とん ど全 ての住 民は読み書 きがで きる(7・8)。 プア ヒネ島

　　 では,原 住民の間ですべての こと　 　垣根,漆 喰 の家,行 儀作法,と りわけ衣服一 が偉

　　 大な進歩 を遂げ ている(5・365)。 ライアテア島では文明が大 きく進展 した。かつて木 が生

　　 い 茂 っ て い た 所 に 美 し い村 が 出 来 て,村 の 中央 に は 教 会 や 宣 教 師 の 家 が あ る

　　 (5●366-367)。

　　　 1825年 　 タヒチ島では製糖工場 が操業 してお り,モ オ レア島でも綿 の製造工場が完成 し

　　 た。野蛮人 と教化 された人の どち らが幸福 か とい う問題 に解 答が示 され ないまま,文 明の

　　 利点 と害悪 とがこれ らの遠方の地方に まで次第に広が りつつあ る(4・644)。 モ オ レア島で

　　 は原住民が予想 以上 に文明化 している。何人かは聖書を読め る。教会 には4～500人 の原住

　　 民が集 ま り,皆 きちんとした服装 を してい る(4・638)。 捕鯨船に乗 り組 んでい るタヒチの

　　 原住民は素直で正直 であ る(7・13)。

　　　 1827年 　 ロソ ドソ伝道協会の タヒチ支部 の年会に6000人 の原住 民が出席 したが,そ の う

　　 ち1000人 が信者で あった。傑出 した戦士 であ った2人 の原住 民が,罪 を告 白 しキ リス トに

　　 のみ救いを求めて死亡 した(2・215)。

　　　 1849年 原住 民はすべてキ リス ト教徒だ と表明。宗教 の教え も守る(6・442)。

　　　 1853年 　 フアヒネ島では,キ リス ト教 の伝 来が状況を一変 させた。言語 は宣教 師に よっ

　　 て文字化 され,学 校や教会が建て られた。恐 ろしい ア リオ イ結社1)も 廃止 され た。 島民達

　　 は快活で愛想が よく,音 楽 と社 交を好む(3・336)。

　　　 1858年 　原住民は友好的で素直で柔順であ る。彼 らはキ リス ト教徒 とな って 白人の文 明

　　 を享受 したい と望んでいる(6・457)。

マルケサス諸島

　　　 1795年 　 クックの探検 に同行 した フォル スターの文章 の引用。「これ らの島の住民は,全

　　 体 的に言 って例外 な く,こ の海域の人 々の中で もっともすば らしい民族である。姿形 の良

　　 さと整 った顔だちはすべ ての民族に まさるだ ろ う」(4・206)。

　　　 1814年 　 アメ リカの軍艦 エセ ックス号 のデ イ ピッ ト ・ポー ター艦長 は1813年 に ヌクヒ

　　 ヴァ島に寄港 し,ア メ リカ合衆国の名前で 島を 占有 した。港 の近 くの原住民達は アメ リカ

　　 の軍艦 を友好的 に迎 え,多 くの補給品を供給 した。寄港中 に敵対的な部族 と衝突 したが服

　　 従 させた(5・223-224)。

　　　 1826年 　ヌクヒヴァ島に寄港 した アメ リカ船 ドル フィソ号 に対 して,原 住民は友好的で

　　 あ った(4・224)。

　　　 1833年 　 ヌクヒヴァ島では人 々は どこで も友好的だ った。港か ら4マ イル離れた タオイ

　　 ア とい う渓 谷で も,人 々は福音 を受 け入れ ようとしてお り,多 くの異教の偶像 は放棄 され

　　 腐 りかけ ていた(4　 ・　234-235)。

　　　 1860年 　 日曜 日,ヒ ヴァオア島のプアマオの教会 には30人 程一 ほとん どが女性一 が

　　 礼拝に出席 。多 くの者は教会 のまわ りをぶ らつ いた り,ド アから覗 き込 んでい た。 もっと

　　 大 きくて広 い建物 であれぽ,も っと多 くの人が出席 しただろ う(4・307)。
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　　　 1861年 　教会に関 しては,昨 年 よ りもよい状況にあ る。人 々はハ ワイ人伝道師の話を よ

　　 く聞 き,男 の子達 は学校に通い,読 み書 きで きる者 も増 えている(4・316)。

ハワイ諸島

　　　 1802年 　あ る船長が,こ の島 々の原住民は,定 住す る白人の職 人の助けで,ク ヅク船長

　　 の時代か ら見 る とすぽ らしい進歩を遂げた と語 った(3・123)。

　　　 1813年 　 しぽ しば アメ リカの北西海岸にや って来 るハ ワイ諸 島民は,驚 くほ ど勤勉で状

　　 況の改善に熱心であ る。ハ ワイ の人 々は 「自然」か ら飛 び出 したばか りだが,寄 港する船

　　 か らさまざまな西洋の品を手に入れてい る。 白人の指導 の下 に,住 民の多 くは勇敢で強壮

　　 で経験豊 かな船員 となってい る(3・125-127)。

　　　 1821年 　オアフ島 の白人宣教師の家族は原住民から親切に されている(5・279)。

　　　 1845年 　 ラハイナ島で座 礁 した アメ リカの捕鯨船 ドゥ リモ号の救援 に原 住民 も加 わ った

　　 (4・352)。

　　　 1847年 　モ ロカイ島では,宣 教師の影響で,子 供達 は良い洋服 を身 に着け,土 地 も良 く

　　 耕 されている(4・621)。

　　　 1859年 ハ ワイの カナカ人は労働者 として最適 で,お とな しく,仕 事 に もよく耐 えてい

　　 る(3・391)。 座礁 して沈没 したアメ リカ船J.B.ラ ンカス ター号 の乗組 員は,モ ロカイ島

　　 の原住民 に親切に もてなされた(4・623-・6M)。

サモア諸 島

　　　 1835年 　サ ヴァイイ島は食料 も豊富 で,捕 鯨船 に とって太平洋 で一番 良い港 である。首

　　 長 を船上 に人質 に とっておけぽ,原 住民 か らいか なる危害 も受け る心配 はない。原住民は

　　 とても礼儀正 しく,盗 みを働 こ うとしない(6・401)。

　　　 1842年 　 ツツイ ラ島では,昨 年だけで500人 の原住民が改宗 した(7・325)。

　　　 1854年 　サモ ア諸島の人 口は3万3901人 である。1830年に この諸 島に初めて宣教師が入っ

　　 たが,現 在 では200人 程 を除 く全員が キ リス ト教徒 であ ると表 明 している。諸 島には177の

　　 教会があ る(6・364)。

　　　 1860年 　 ウポル島のアピア港 は太平洋 で最高 の港 のひ とつ である。 この港 には,過 去25

　　 年 にわた って捕鯨船 が水や補給 品を手に入れ るため に頻繁に立 ち寄 っているが,商 船が こ

　　 の港を利用する ようになった のは最近 の ことだ(7・393)。

　　　 1866年 　太平洋の 島々を訪れ る船が船員の脱走で出航出来な くな るのは 良 く知 られてい

　　 るが,ア ピアで は船員 の脱走は稀 である。 こ うした ことが起 きて も,原 住民 は賞金 目当て

　　 に脱走船員を捕 らえて くるか ら,船 長が困難な 目に会 うことは少 ない。船が必要 とす る薪 ・

　　 水 ・その他の物 も豊富に手に入れ るこ とが出来 る(7・398)。

トンガ諸島

　　　 1797年 　 2隻 のフラソスの探検船 は原住民に親切にもてなされた(7・280)。

　　　 1824年 　1822年 には ウェズ レイ派伝道 協会が布教を開始 した。宣 教師は原住民に友好的

　　 に迎え られ,パ ラウと言 う名前の首長に庇護 された(5・361)。
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　1825年 　原住 民の肌の色は・・ワイの島民に似ていて,体 には何枚 かの葉 しか身 につけて

いない。彼 らは,友 好的で快活 で陽気 であるように見える(4・639)。

　 1840年 　 ヌクアロフ ァは重要なキ リス ト教徒の町で,宣 教師が住んでい る。島の人 口は

5㎜ 人で,そ の うち1000人 がキ リス ト教徒 であ る。・・アパイ諸島 の人 口は4～5000人 だが,

3/4は キ リス ト教徒である(6・285-286)。 トソガタプ島か ら85マ イル離れた アタ島では,

ほとん どの南海 の島民 が行 う盗みを しない。彼 らはいか なる道徳的な教 え[キ リス ト教]

も受けていないので,こ れは特筆に値 する(1・157-162)。

　 1841年 　座礁 した捕鯨船 シ ャイ ロック号 の乗組員 がボー トで トソガに到着。最近宣教師

が行 った好意のお礼 として,原 住民は乗組員を親切 にもて なした(7・450-451)。

　 1856年 　 トンガの王 は近隣 の人 々の誰 よ りも文 明的に進 んでいる。彼 が シ ドニーを訪れ

て以来,宮 廷で ヨーロ ッパの方式が多 く用い られている(6・370)。

　 1876年 　 出版 され たぽか りのイギ リスのバ ジ リス ク号の ジ ョソ ・モ レス ビー船長 の航海

記の紹 介記事。「タフ ァヒ島は,ア ポ ロのよ うに しなやか で力強い男達 と身長が高 く肉体 の

完全性の理想を示す女達が住む,ま さに エデ ソの園であ る。高潔な顔立ちで,褐 色の肌 は

サテ ンの ように柔 らか く,黒 い瞳 は表情豊かであ る」(5・84)。

　以下の島々に関 しては,か いつまんで述べ る。

　ツアモツ諸島に関 しては,1824年 に 「アナア島では,キ リス ト教が広 く受け入れ られ,

あらゆ る地区 に真実 の神 を礼拝す る場所 が設 け られ,食 人 と戦争 は完全 に終息 し,今 はす

べて平和であ る」(5・364-365)と の記事があ り,1838年 に 「原住民は野蛮でひどい状態 に

あ り人食 い人種 であ ったマ ソガ レヴァ島で,1834年 に布教 を始 めたカ トリックの宣教師は

す ぐに受け入れ られた」(4・137)と の記事がある。

　オース トラル諸 島に関 しては,1822年 に 「日曜 日,多 くの原住民が教会 に向か う感動的

で喜 ば しい光景を見た。人々は静か にきちん と行動 した。彼 らのすべての神 々は破壊 され,

聖域か ら運 び去 られて教会 の椅 子 として使われ てい る」(6・226-227)と の記事 があ り,

1823年 に 「1821年にキ リス ト教が伝え られた。人 々の礼儀正 しい服装 と,教 会 での礼儀正

しい行動に驚 いた」(6・320--321)と の記事が あ り,1826年 に 「座礁 した アメ リカの捕鯨船

フ ァル コソ号の船員は親切 にもてな され,粗 野 な島民は どんな小 さな物 も盗まなか った」

(6・327)と の記事 がある。

　 ク ック諸島 については,以 下 の ような記事 がある。1827年 に 「ラロ トンガ島のすべ ての

人 々が キ リス トの教 えを受 け入れ,以 前頻繁 に行わ れていた食 人や嬰児殺害は終息 した。

アイツタキ 島のすべての住民 もキ リス ト教を受 け入れてい る」(1・217)と あ り,1832年 に

「マ ソガイア島に ク ック船 長以来初 めて寄航 した ラソブラー号に原住 民は友好的。 原住 民

は他の島々の住民 よ りも黒い肌だが,同 じよ うな顔 だち」(4・119)と の記事があ る。1836

年に 「船が座礁 してボ ー トで アイ ツタキ島に漂着 した インデペ ソデンス号の乗組 員に,首

長は 『10年前だ った ら,我 々はあなたがた全員を殺 して神に捧げ,お そ ら く食べていただ
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ろ う。今 や我 々はキ リス ト教を信仰 してい るか ら,あ なたが たは安 全であ る』 と言 った」

(6・498)と の記事があ る。1837年 には,「 ラロ トソガ島に教会が建て られ て8年 になる。

もはや戦争は な く,武 器は脇 に置かれた まま」(6・259)と,「 ラロ トソガ島の住 民は1823

年 にはすべて異教徒だ ったが,1834年 にはすべてキ リス ト教徒だ と表明」(6・261)と の記

事が ある。1845年 には,「 ラロ トソガ島で座礁 した捕 鯨船 タキ トゥス号の荷物を陸に運び出

す のを,島 民 は進 んで手伝 った。略奪す る機会が沢山 あったに も拘 らず,い ささか も盗 も

うとしない」(6・265)と,「 ラロ トソガ島の原住民は文 明化 している。3人 のイギ リス人

の宣教 師の指導 の下 で,法 規 に よって道徳が守 られ,原 住民 の当局者 に よって秩序が厳 し

く保 たれている」(6・273)と の記事 がある。1853年 の記事 には,「 マソガイア島で座礁 し

たア メ リカの捕鯨船 フランシス号 は島民 の協力 を得 て荷物 を陸 に運 んだが,誠 実な 島民は

何1つ 盗 まな か った。 この事実 か らも,こ の 島で布 教 が成 功 してい る ことが分 か る」

(4・126-129)と あ る。1861年には,「ラロ トソガ島で教会に向か う人 々は,文明化 した ニュー

イ ングラン ドの人 々と同 じようだが,彼 ら野蛮 人の群 衆は,服 装 では 『アダムとイブの古

き良 き時代』の流儀を守 ってい る」(6・303)と,「 マ ニヒキ,ラ カハ ンガ島の人 々は,マ

ル ケサス島の人 々と違 って,非 常に穏 やかで悪 気のない人種 であ る。 マ ニヒキ,ラ カバ ソ

ガ島では ラロ トンガ島出身のキ リス ト教の教師が無限の影 響力を発 揮 している。何 人かの

年寄 り以外は皆文字を読め る」(4・514)と い う記事 がある。そ して1869年 の記事には,「 ラ

カバソガ島にボ ー トで漂着 した ロマ号 の乗組員は原住 民に友好的に迎え られた」(6・232)

と記 されている。

　 ニウエ島 に関 しては,船 を降 りて ニウエ島に留 まった アメ リカの捕鯨船船員が野蛮人に

食べ られた とい う噂 があった よ うだが,1840年 には 「そ うした証拠は ない」(5・170-174)

とい う記事が載 っている。

　 イースター島については,1812年 の 「捕鯨船 に乗 り組み イギ リスに行 った ことの ある王

の息子 が 洗礼 を受 けた が,ハ ソサ ムで 素直 な彼 が人 々を文 明化 させ るか も しれ ない」

(2・230)と,1822年 の 「来航 した フォスター号は原住民に丁寧 に応対 された」(2・231)

との記事があ る。

　 ツヴ ァルに関 しては,1822年 の 「寄航 した アメ リカ船 イ ンデペ ンデソス号が原住 民に親

切に迎 えられた」(5・257)と い う記事 と,1866年 の 「島 々では偶像が破壊 され,キ リス ト

教の教師 が派遣 され るのを待 ってい る」(5・263-264)と い う記事がある。

　 ウォリスについては,1832年 に 「原住 民は友好的 で温和 な性格。他人 の品物 を勝 手に使

う傾向があるが,そ れをまった く無邪気に行 う」(4・119)と の記事がある。

　 口 トゥマ島については,1825年 に 「原住民 は驚 くほ ど清潔 ・快 活 ・友好的。 ハ ワイ島民

よ り肌が白い。腰に巻 きつける草 の葉を除 くと裸」(4・640)と の記事 がある。
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2　否定的な内容の記事

ソサエテ ィ諸島

　　　 1817年 　 タ ヒチ島 では戦争が 島を荒涼 とし貧困に させてい る。彼 らの戦争は略奪 とい う

　　形 で 行 わ れ,焼 き払 い ・略 奪 す る が,ご く少 数 の 人 命 が 奪 わ れ るだ け で あ る

　　 (6・409-410)。 タ ヒチ島で,敵 対す る者が キ リス ト教徒を攻撃 したが,ポ マ レが最 高権力

　　者 となって,反 乱 の動 きは鎮静 した(7・3)。

　　　 1836年 　 ソサ エテ ィ諸 島の島の1つ でボス トソのホ ソジ ュラス号が野蛮人 に襲撃 され,

　　 1人 の少年を除 くすべての船員が殺害 された と伝 えられてい る(6・430)。

　　　 1844年 　 タ ヒチ島で フラソス兵 が島の女性 を無理 や り連れ て行 こうとして,原 住 民 と衝

　　 突 し,双 方 に死者を出 した(7・55-57)。

　　　 1845年 　 タヒチ島で フラソス人 と原住民の間で戦 闘があ り,フ ラソス側 に400人,原 住民

　　 側に約80人 の死者を出 した(7・68)。

　　　 1846年 　 フア ヒネ島に居住す る2人 のフラ ンス人 は,彼 らの犯 した何 らかの罪 に対する

　　 報復で原住民に殺害 された。 タヒチ島か ら軍隊が派遣 されたが,原 住民 の反撃 で30人 の死

　　 者を出 して退却 した(6・437)。

　　　 1847年.島 々は興 奮状態 にあ り,プ ア ヒネ島では戦争が生 じて多 くの血 が流れた。多 く

　　 の フラソス兵が死傷 したが,詳 細 はまだわか らない(3・323)。

　　　 1852年 　 フア ヒネ島では革命が起 こ りそ うな気配であ る。 原住民はポマ レ女王の権威を

　　 否定 し,王 を選 出 した(3・332)。

マル ケサ ス諸島

　　　 1795年 　 タフアタ島 のヴ ァイ トフ湾の住民は,自 分た ちは食人を しないが,他 の 島々の

　　 島民や タフアタ島の内陸部の人 々は人間の肉を貧 り食 う,と 言 う(4・213)。

　　　 1817年 　島の人食 い人種 が寄港 したア メ リカ船 マ リー号の2人 の船員 を殺 して食べた

　　　(4・221)。 ウアポ ウ島で,白 檀交易船 マチルダ号 は錨を切 られて座礁 した。人食い人種 の

　　 原住 民達 はすべ ての船員 を殺そ うと計画 した。首長 は,船 長 と親 しか った ので船員達 の殺

　　 害 に反対 し,船 員 を殺す のなら 自分 と自分 の息子 を殺 してか らにせ よと言 った。 この よう

　　 な度 量の大 きさは開明化 され ていない野蛮人 の心 に も驚 きと賞賛 の念 を引 き起 こ した。首

　　 長 を殺すこ とな ど出来 なか ったので,船 員達 の命 は助 か った。 ヌクヒヴァ島の原住民 は人

　　 食 い人種 である。タイ ピー族 と呼ばれ る反乱 軍が君臨す る首長 に戦争を しかけ,6人 を殺

　　 して食べた(7・340-342)。

　　　 1818年 　原住 民 が アメ リカ船 フライイ ン グ ・フ ィッシ ュ号 の2人 の船 員 を殺 害 した

　　　(4・222)0

　　　 1833年 　 ファツヒヴァ島では この数 か月で13人 が供犠 され,最 後の1人 は1月 前 に焼か

　　 れて食べられた と,布 教にあた っているタヒチ島民伝道師が言 った(4・232)。
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　　　 1837年 　バ ー クレー号の船長 が捕え られたが,品 物 と交換で救出 された(7・454)。

　　　 1843年 　 フラ ソス人 の知 事 と数人 の部 下 は奥地 で任務 を遂 行 中,原 住民 に殺 され た

　　　 (4・244)。 住民は姿形 の良さと肌の色の白 さで際立 って いるが,広 く行われ ている刺 青で

　　 醜 い。彼 らは人食 い人種 と呼ば れる文 明の段 階にあ り,首 長達 は敵 を食 べる楽 しみ のため

　　 に戦争を行 う(4・245-246)。 フ ァツヒヴァ島で,ア メ リカの捕鯨船 の船員が上陸 しようと

　　 して襲撃 され,1人 が死亡 した(4・247)。

　　　 1845年 　太平洋に点在す る多 くの 島々は,野 蛮性を脱 してキ リス ト教を受け入れ,今 や

　　 地上 の王 国 として認め られ るこ とを求め ている。 しか し,依 然 として檸猛 な野蛮人が 自由

　　 に動 き回 っていて,宣 教師 も足 を踏み入れ ておらず,土 地の名前以外は ほ とんど知 られ て

　　 いない所 も多い。 そ うした島 々のなかにマルケサス諸島 も入る(4・261)。 ヒヴァオア島で

　　 座礁 した捕鯨 船パナマ号を原住民が略奪 した(3・220-221)。

　　　 1848年 　捕鯨船 ヘソ リー号を ヒヴァオア島の原住民が略奪 した(3・224)。

　　　 1849年 　 ア メリカの捕鯨船 ジ ョージ ・ア ソ ド・ス ーザ ソ号 のボー トがエイアオ島に漂着。

　　 原住民は,ボ ー トを取 り上 げたが,船 員達に食べ物 を与 えた(2・261)。

　　　 1853年 　 ヒヴ ァオア島でイギ リスの交易船マ グダレーナ号の船長が,交 易 してい る時に

　　 原住民に撃たれ て死亡 した(3・233)。

　　　 1857年 　マル ケサス諸 島の原住民は,樹 皮布 を腰に巻 きつけてい るだけで,全 身に美 し

　　 い刺青 を してい る。 ここは食人 列島 とで も言 うべ き所 で,い くつかの島では機会があれぽ

　　 人 々を食べ ている。食べ られた 白人の頭蓋骨をい くつ も見た(4・287)。

　　　 1859年 　 原住 民 は お互 い に 戦争 を して い る。 捕虜 の1人 が 犠 牲 と して食 べ られ た

　　　(4・302)。 戦争 ・口論 ・殺人 ・食人が依然 として行われてい るが,布 教 にあたってい るア

　　 メ リカ人宣教 師達 はすべ ての階層 の原住民 に尊敬 され ている。 ヒヴァオア島では,数 年 間

　　 ここで暮 ら していたアメ リカ人が ロ論 の結果,原 住民に撃ち殺 され た(3・246)。 ヒヴァオ

　　 ア島で,座 礁 したアメ リカの捕鯨船 トワイ ライ ト号 を原住民が略奪 した。 原住 民は鉄 を得

　　 るため に船 を焼 き払 うことを計画 し,抵 抗すれば全員を殺 して食べ て しま うそ と脅 した。

　　 島にいた宣教 師の ビックネルが原住民 の行動 を抑 えた。 フ ァツヒヴ ァ島でも野蛮 な状況 が

　　 存在す る。偵察 に出た戦士達は2人 の男 と2人 の女の頭を持ち帰 り,3才 位の女の子 も連

　　 れ てきた。老婆がその子供を聖地に連れて来 て仰 向けに寝か し,歯 で頬 の肉を食い ちぎっ

　　 た。男達がそ の子供を木に 吊す と,子 供はす ぐに死んだ,と い う話を聞いた。 この よ うな

　　 残酷 さは決 して珍 しくない(3・234--238)。

　　　 1860年 　昨年 ヒヴァオア島で,島 民同志の争いがあ り,ヘ テアニ とい う地域の原住民は

　　 タイ ピーの村を襲 って6人 を殺 した。 死者の1人 を持 ち帰 り,ハ ワイ人 伝道 師の 目の前で

　　 料理 して食べた。 さらに捕虜 に した1人 の少年を焼 き殺 した(4・307)。

ハ ワイ諸島

　　　 1819年 　宣教 師が まだ来 島 していないので,王 と臣下 は依然 として偶像 と迷信 の深 い闇

　　 の中にいる(3・131)。
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　　　 1835年 　オ アフ島では,数 年前の船長殺害 で,1834年 に イギ リス軍艦が2人 の原住民を

　　 絞首刑に してか ら,外 国人 に対す る態度が悪化 している。船 員の1人 が2ド ルの負債を払

　　 =わなか ったので,原 住民が船長を拘束 した(6・401)。

　　　 1853年 　ハ ワイ国王は アメ リカへの主権の譲渡を考えてい るが,ア メ リカはハ ワイの独

　　 立を望んでい る。ハ ワイ諸島の住民は アメ リカの一部を構成す るのに充分には文明化 され

　　 ていない し,自 治政府を保持するのに充分には開明化 していない(4・77)。

　　　 1870年 　 ホ ノルルの原住民の生活様式は非常に単純で実に未開であ る。ナイ フ ・フォー

　　 ク ・ス プー ソは使用 されていない(4・561)。

サモア諸島

　　　 1835年 　サ ヴァイイ島で,原 住民の財産を勝手に取 ったのが原因で アメ リカの捕鯨船 ウ ィ

　　 リアム ・ペ ン号 の船員2人 が殺害された(6・392-397)。

　　　 1842年 　サ モア諸島の島で,以 前 アメ リカ人を殺害 した首長を引 き渡す よ うに言 ったが

　　 断 られたので,上 陸 して村を焼 き払 った(6・343)。

　　　 1849年 　 ウポル島では,キ リス ト教の布教の進展は愚か し くも邪悪な内戦に よって妨げ

　　 られている(7・365)。

　　　 1851年 　原住民 は現在そ して過去4年 間お互いに戦闘を続け てきた(6・354)。 ウポル島

　　 で座礁 した船 の品物が原住民に奪 われた(7・371)。

　　　 1854年 　 ウポル島におけ る現在の大 きな問題は,原 住民 の怠惰 と政府が きちん と組織 さ

　　 れていないこ とである(6・366)。

　　　 1856年 　 サモア諸島の原住民は非常に未開な生活を してい る。異な る島の住民の間では

　　 絶えず戦争 が行われてい る(6・370)。 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 '

　　　 1873年 　この諸 島の原住民は依然 と して戦闘を続けている(6・379)。

トンガ諸島

　　　 1805年 　 トンガタプ島で,原 住民が アメ リカ船 ポー トラソ ド号を襲撃 し,乗 組員は1人

　　 を除 き全員 が死亡 した模様であ る。この情報を伝え るア メ リカ船 も襲撃 され,ボ ー トに乗 っ

　　 ていた乗組 員が死亡 した(7・306)。

　　　 1806年 　 トンガタプ島で,1802年 にア メ リカ船ユ ニオソ号が原住民に襲撃 され,船 長を

　　 含む7人 が殺 され た(7・311)。

　　　 1823年 　 ノムカ諸島の無人島で座礁 した捕鯨船 ロソ ドソ号 の乗組員8人 が原住民の襲撃

　　 で死亡 した。残 りの乗組員 はボ ー トで脱 出 して他 の島に移 り,宣 教団 の船 に救助 された

　　 (7・322)。

　　　 1824年 　 トソガでは1797年 に9人 の ロン ドン伝道 協会の宣教師に よってキ リス ト教 の布

　　 教が始 まった。 この うち3人 は,内 戦 とオ ース トラ リアの ニューサ ウス ウェールズか ら脱

　　 走 して来た悪漢に扇動 された残忍な性格の何人か の島民に よ り犠牲 とな った。残 った宣教

　　 師の うち5人 は1800年 に,最 後の1人 も1801年 に島を去 った。1806年 に寄港 した船 を原住

　　 民が襲撃 し,26人 の船員が虐殺 された(5・361)。
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　 1835年 　 コリンシア ソ号 がエ ウア島に寄航 して食料 を調達 した ところ,野 蛮 な首 長は船

長等 を人質に取 って法外な要求 を した。要求通 りに様 々な物を与 えて,や っと釈放 された。

粗野 な野蛮人は信用で きない(2・293--296)。

　 1840年 　異教徒 が宣教 師の家 を襲撃 しようとしたので,宣 教 師はキ リス ト教徒 の原住民

の ところへ逃れ た。 この時 入港 したイギ リス船 の船長 が,異 教徒 と原住民 キ リス ト教徒 の

間を調停 しよ うとしたが成功 せず,威 嚇のため異教徒 に数発発砲 した。異教徒側 も発砲 し,

船長 と2人 の高級船員 が死亡 し,19人 が負傷 した。 イギ リス船 は宣教師 の家族を乗 せて,

隣の島に連れて行 った(7・295-296)。

　 1854年 　 ヴ ァヴァウ島で,ア メ リカの捕鯨船 サ リー ・ア ン号 が座礁 した。乗組員 がボー

トで島に上陸 す ると,原 住 民が船の品々を略奪 した。王 の息子 とイギ リス人 の宣教 師が船

に来 て,盗 みを止め させた(7・469-470)。

　 以下 の島 々については,か いつまんで述べる。

　 ツアモツ諸 島については,1796年 に 「ヌクタ ヴァケ島の原住 民は,1793年 に寄港 したア

メ リカ船 を襲撃 し,残 酷に も1人 を除 く全員 の乗組 員を虐殺 した。生 きのびた老は 奴隷 と

されたが,13ヵ 月後に救 出され た」(6・210)と あ り,1847年 に 「ラロイア島で フランスの

船 を原住民 が襲撃 し,船 長 と乗 組員を虐殺 した。 フラソスの軍 艦が急行 し,原 住民 を タヒ

チに連行 して裁判 を行 い,6人 に死刑 の判決 を下 した。裁判 では,事 件 の関与 を全 員が認

めたが,船 長 が先 に発 砲 して何 人かを殺 した として情状酌量 を求めた。 この船長 は,原 住

民 に敵意を持 っている ことで評判だ った」(6・255)と あ る。1857年 には 「テマタソギ島で

2隻 の難破船 が発見 され,原 住民 に乗組員 を食べ た嫌疑 がかけ られてい る。難破船 に乗 っ

ていた2人 の子供の もの と思われ る頭蓋骨が祭祀場 で発見 された」(7・258-264)と い う記

事 があ る。

　 ク ック諸 島については,1827年 に 「ラカバ ソガ島で原住民が寄航 した アメ リカ船 ガ ンジ

ス号 か ら手 斧 を 盗 む 。 銃 を 向け る と,原 住 民 た ち は 驚 くよ うな早 さ で逃 げ 去 る 」

(4・141-142)と ある。1828年 に 「ペソ リソ島に寄港 し ようと したペル ピア ソ号に,大 柄

で凶暴 な顔つ きで槍 と棍棒 で武 装 した原住民 がカ ヌーでや って来 た。原住民 の行動 が敵対

的 に見えたので船は出港 した。 この島には強壮 で野蛮な人 々が住んでいる」(5・495-496)

との記事が ある。1841年 には 「ペ ソリン島に寄航 した ポーボス号 を原住民が直 ちに襲撃 し

た。頭上に銃 を放 って退散 させ た。原住民は ひど く野蛮 で狂気 じみた しぐさを した。攻撃

に備 えることな くこの島に近づ くのは危険」(5・501)と の記事 がある。 さらに1853年 の記

事 には 「座礁 した チ ャタム号 の乗組員が ボー トでペ ン リソ島に上陸す ると,原 住民 は品物

を略奪 した。原住民 は,傲 慢 で怠惰 で,偶 像や祖先 の霊 を崇拝 し,人 食 い人種だ と言われ

ている」(5・507-511)と ある。

　 トケラウについては,1838年 に 「イギ リスの捕鯨船 に原住民 のカ ヌーの大群が押 し寄せ

て来た ので,止 む を得ず発砲 した。王が撃たれ て死亡 し,数 隻 のカ ヌーが沈め られ ると,
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原住民は退却 した。襲撃 の原因は,乗 組員 が樹皮布 の巻かれ た神聖 な木 を切 り倒 した ため

と思われ る」(5・269-270)と い う記 事がある。

　 ニウエ島 について は,1840年 に 「原住民 の黒 い銅色 の顔は檸猛 であ る。他の島 々では少

な くとも僅か のものを身 に纏 っているが,こ こでは何 も着け ていない人 もいる。 この島 よ

り堕落 した野蛮な社会 はあ るまい」(5・176-182)と あ り,1852年 には 「座礁 したイギ リス

船 レジ ェーデ ・メイ ソ号 の乗組員が筏 を作 って ニウエまで来 る と,原 住民 は品物 を盗 んで

4人 を島に連れ去 った」(5・184)と い う記事がある。

　 イー スター島に関 しては,1817年 の記事 が 「ロシアの探検家 コツ ェブーは,原 住民 はフ

ラ ソスの探検家ペルーズが書いてい るほ ど親 切でないが,お そら くペ ルーズの来航後 に ヨー

ロッパ人に不信感 を抱 く事件が生 じたため と思われ る,と 書いてい る」(7・268)と 紹介 し,

1822年 の記事が 「原住民 は2つ の集 団に分 かれ,し ぽ しぼ両者 の間 で戦争 が起 こる。 その

時 には捕 らえ られ た者 は皆殺 され る」(2・231)と 述べ,1831年 の記事 では 「原住民がボー

トか ら品物を盗んだので,威 嚇のため発砲する と,首 長が死亡 した」(2・232-237)と あ り,

1856年 の記事 では 「島民 は盗癖 があ り欺隔的で,以 前 に も問題 を起 こした。 しか し,数 年

前にアメ リカ船が住民の何人かを力つ くで連れ去 ってお り,r無 知 な野蛮人』よりもr白 人』

に非 がある」(2・239-240)と してい る。

　 ニ ュージーラン ドについては,1824年 の 「西洋人か ら入手 した銃 で,原 住民 の部族 どう

しでの戦闘的 ・敵対的な精神が高 まってい る」(5・357)と の記事,1839年 の 「チ ャタム島

で,フ ラソスの捕鯨船 が原住民に襲撃 され,乗 組員全員が死亡」(1・94)と の記 事,1846

年 の 「難破 した ファル コ号 を,島 に住む西洋人 と原住民 が襲撃 し略 奪 した」(5・121)と い

う記事が ある。

　 ツヴ ァルについては,1826年 に 「暗褐色の肌で,背 が高 くが っし りした原住民 は,葉 か

ら作 った物や樹皮布で腰を覆 っている以外は裸であ った。彼 らの行動 は凶暴 で野蛮に見え,

手の届 くものは何で も盗 もうとした」(5・208)と あ り,1865年 に 「漂着 した船員が捕 らえ

られ,洋 服 を取 り上 げ られた。原住民 と同 じ生活を させ られ,耳 に穴 も開け られたが,危

害は加 えなか った」(5・261-262)と い う記事があ る。

　 ウ ォ リス ・フ トゥナに関 しては,1833年 に 「ウヴェア島で捕鯨船 オル ダム号 の船 員が殺

害 され た」(7・401)と あ り,1837年 に 「ウヴェア島に派遣 された島民伝道師 らがすべLz,

野蛮で残忍 な方法で殺害 された」(7・402-403)と ある。1855年 には 「フ トゥナ島 の住民は

黒い肌で,ポ リネ シアの どこよ りも凶暴で野蛮 と言われてい る。 ごく最近 まで食 人種であ

り,こ れ まで見たなかで最 も恐ろ し くみすぼ らしい。王は粗野な顔つ きで,服 装は古い フ

ランネルの シャツとパナマ帽だけであった」(2・567)と ある。

　 ロ トゥマ島については,1845年 に 「原住民は野蛮人で仲間 うちで戦争をす る」(6・318)

とい う記事がある。
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皿　 メラネ シアに関す る新聞記事

1肯 定的な内容の記事

　　　 メラネシア全般に関 して,1859年 に宣教 師が書 いた以下の ような記事があ る。

　　　 ニ ューヘ ブ リデス ・ソロモン諸 島 ・ニ ューアイル ラン ド・ルイジアー ド諸 島な どの原住

　　 民は とても野蛮だ と考 えられている。 しか し,こ れ らの島 々に武器 も持たずに上陸 したが,

　　 とて も親切 に迎 えられた。彼 らを親切 に扱 うこ とが,彼 らの友好を確実 なものにす るた め

　　 に必要であ る(4・381)。

フ ィジー

　　　 1855年 　・ミウ島の首長 と レワの王が,フ ィジー王 のザ コム・ミウを訪れた トソガ王 の一行

　　 を攻撃 した。 トソガ王の部 隊は戦闘 に勝利 し,敵 対的 な異教徒の首長達 は死亡 し,生 き残 っ

　　 た者達 もお とな しくな った。人 々は今や 自由となって何千人 もが キ リス ト教 を受 け入れ て

　　 い る(2・467--468)。

　　　 1871年 座礁 した ヨ ットの乗組員がボ ー トで レプカに無事到着 した。30年 前 だった ら,

　　 彼 らは全員殺 され て,食 べ られていた だろ う(2・509)。

ニューカ レ ドニア

　　　 1琴54年　 ニューカ レドニア人はすば らし く知的な民族で,身 体の特徴は フ ィジー人 と似

　　 ているが,宗 教や言語では フィジー とは まった く異な る(5・70)。

　　　 1865年 　 ロイヤルテ ィ諸島の リブ島では ロン ドソ伝道協会のマ クフ ァー レン宣教 師が原

　　 住民のキ リス ト教学校を作 り,2000人 の子供が学んでい る。彼は教会 も建設 し,1500人 の

　　 改宗者か らなる原住民の信徒集 団を作 りあげた(4・30)。

ソロモ ン諸 島

　　　 1862年 　座礁 した捕鯨船 のボー トがサ ソク リス トバル島に辿 り着いたが,船 員達 は原住

　　 民か ら出来 る限 りの親 切を受 けた(3・353)。

ニューギニアとその周辺

　　　 1876年 　 以下 はすべ て前述 のジ ョン ・モ レス ピー船長の航海記 の紹介記事。ポ ー ト・モ

　　 レス ビー周辺の原住 民は,ト ー レス海峡の人々(背 が高 く ・筋肉質 ・おそ ろ しい容貌 ・裸

　　 で色 の黒 いパ プア人)と はまった く違 う。彼 らは,ず っ とマ レー人に似 ていて,背 が低 く,

　　 肌が銅 色の人々で,は っき りした 目鼻立 ちを した愛敬のあ る顔付 きを している。 まった く

　　武器 を持 たず に,歓 迎 して くれ た(5・88)。 ダ ソ トゥルカス トー諸 島の住 民は友好 的で話

　　好 きである(5・101)。
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2　否定的な内容の記事

　　　 メラネシア全般 に関 して,1861年 に宣教師が書いた以下のよ うな記事がある。

　　　 タ ヒチ人 ・サ モア人 ・トソガ人 ・フ ィジー人は次 々と信仰を受け入れてい ったが,ソ ロ

　　 モソ諸島や ニューギニアの野蛮な住民は信仰を受け入れていない(4・509)。

フ ィジー

　　　 1797年 　寄 港 したス ノー ・アーサ ー号は原住民の襲撃を受けたが,銃 で野蛮人を撃退 し

　　 た。原住民は とて も恰幅が 良 く,6フ ィー ト以下の身長 の者はいない よ うだ った。彼 らは

　　 銅色の肌を し,髪 はも じゃもじゃであった(2・359-360)。

　　　 1800年 　住 民は トンガ諸島の島民 よ りも凶暴だ と言われている(2・367)。

　　　 1828年 　 ヴ ァ トア島で座礁 した アメ リカの捕鯨船 オエ ノ号 の乗組員は原住民に暖か く迎

　　 えられたが,2週 間後 にや って来た隣 の島の原住民(イ ンデ ィア ン達)2)は,白 人が武器を

　　 持 って いな いのを見 て,1人 を除 く全員を殺害 した。ただ し,フ ィジーの首都の アソバ ウ

　　 の原住民は友好 的である(7・430-434)。

　　　 1832年 　 グライ ド号が1830年 に オヴ ァラウ島に寄港中,上 陸 した船員が原住民に襲撃 さ

　　 れ2名 が死亡 した(7・421)。

　　　 1834年 　セイ ラムのチ ャール ス ・ドゲ ッ ト号の乗組員 と原住民が一緒に島で ナマコの調

　　 達 にあた って いた ところ,こ れ らの原住民が突然襲撃 し,5人 の乗組人 と4人 の島 に在住

　　 す る外 国人 を 殺 害 した 。2週 間後 に船 が再 び戻 る と,原 住 民 は遺 体 を 持 っ て きた

　　 (2・379-380)0

　　　 1835年 　 フラソスの船が原住民に襲撃 され,船 長 と航海士達が殺 された(2・381)。

　　　 1836年 　野蛮人達 が寄 航 したア メ リカの捕鯨船 ア ワシ ョンクス号を襲い,船 長を含む6

　　 人が殺 された窺 フ ィジー島民は太平 洋で最 も油断で きない と言われている。彼 らは白人 を

　　 容赦 な く攻撃 して食べ る ことを好む。彼 らは 山地 のイ ソデ ィア ソと低地 のイソデ ィア ンに

　　 分かれ,常 に争 っている。 フ ィジーに関す るすべ ての情報 は,彼 らが非人間的行為 を行 う

　　 ことを示 してい る(2・386-390)。

　　　 1837年 　 イギ リスの宣教 団 の船 のア クテ ィブ号 が座礁 し,数 人 が原住 民 に殺 され た

　　 (2・394)0

　　　 1838年 長年 この地域 で亀 甲や ナマ コの交易 を している人 々は,フ ィジーの原住民 は凶

　　 暴 で好戦的な民族だ と言 っている(6・70)。

　　　 1839年 　 シ ドニーの交易船 デ ィビッ ト・オ グリー号が 原住民 に襲撃 され,2名 が死亡,

　　 多数 の乗組員が負傷 した(2・400)。

　　　　 1841年 　 ウェズ レイ派 の宣教師 の家族 の命が野蛮人 に よって脅か されて いるが,宣 教

　　 師 は老人の王が保護 を約束 してい るか らと言 って残留す る(2・410)。 捕鯨船 シャイ ロック

　　 号 が フィジーの近海 で座礁 した が,ボ ー トに乗 り移 った船長 たちは,原 住民 の敵対的 な気
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　 　 質のため フィジーには行かずに トソガに向か った(7・450)。

　 　　 1844年 　 ガムビア号の ボー トが原住民に襲撃 され,積 んでいた亀 甲が盗 まれ,1名 が死

　 　 亡 した(2・418)。

　 　　 1848年 　内戦が あ り,800人 が死亡 した(2・435)。

　 　　 1849年 　 オ ヴァラウ島で座礁 した アメ リカ船 トム ・ピ ッカ リング号を原住民が略奪 しよ

　 　 うとしたが,到 着 した外国船が略i奪者 を撃退 した(5・351)。

　 　　 1850年 　座礁 した ロソ ドソの船 レデ ィー ・ホ ーデ ン号 を原住民が略奪 した(7・369)。

　 　　 1851年 　ア メ リカのパイ ロ ッ ト号はあ る部族の協力を得てナ マコを採取 していた。 アメ

　 　 リカ人に協力 した部族を敵対的 な部族が襲撃 し皆殺 しに した。原住民はパ イロッ ト号 も襲

　 　 お うとしたが,大 砲で反撃 され,多 くの原住民が死亡 した(2・458-461)。 ヴィテ ィレヴ島

　 　 の原住民首長がア メ リカ人を殺 した。寄港 したア メ リカ軍艦 で裁判が行われ,確 かな証言

　 　 があ ったので,死 刑が宣告 され処刑 された(7・474)。

　 　　 1855年 　 ヴィテ ィレヴ島の レワの宣教師 ムーアの家が放火 された(2・467)。

　 　　 1856年 　原住民 の残虐行為や船 への略奪行為に対 して賠償 させ るため,ア メ リカ軍艦 ジ ョ

　 　 ソ ・ア ダムズ号が来航 した。野蛮人の頑強で手に負えない性格には厳 しい手段が必要であ

　 　 る。 ジ ョソ ・アダムズ号は フ ィジー諸島を巡航中,ポ リネシア4)の 人食 い人種 と5回 交戦

　 　 し,5つ の 大 き な 町 を 焼 き払 っ た 。 フ ィ ジ ー王 の ザ コ ム バ ウ と条 約 を 結 ん だ

　 　 (2・471-472)。 フィジー人は依然 と して人食い人種 である(6・371)。

　 　　 1858年 　恐 ろ しい人食 い人 種の ワヤ島の ロマテ ィ地 区の住民が船を襲い,乗 組員を殺害

　 　 して食べ た。報復のため,ア メ リカ軍艦の兵たちが町 を攻撃 して150の 小屋を焼 き払 った。

　 　 遠征 か ら帰 る途 中で300人 の戦 士 に襲 撃 され た が,反 撃 して50人 の原 住 民 を殺 した

　 　 (2・482-483)。

ニ ューカレ ドニア

　 　　 1843年 　 ロイヤルテ ィ諸 島で3隻 のオース トラ リアの船 が襲撃 された。ス ター号 の乗組

　 　 員は残忍 に も殺害 され,船 は岸に引 き揚 げ られて焼かれたが,積 んでいた火薬の爆 発で30

　 　 人の野蛮人 が死亡 した。 マーサ号の船員 も捕 らえ られて木に縛 りつけ られ,彼 らの内臓は

　 　 挟 り出 され焼かれた。それか ら死体 も焼 かれてむ さぼ り食 われた。人食い人種は,ミ ック

　 　 マ ック号 の乗組員 に も同 じような恐 ろ しい ことを行 った。 これ らの島 々を訪れる時 には最

　 　 大の用心をす ることが必要 である(4・85)。

　 　　 1844年 　パイ ソズ諸 島(イ ル ・デ ・パ ン)の 近 くのマンゲエ島で船 が原住民に襲撃 され,

　 　 多 くの者 が 死亡 した。 この 島 では 以前 に も捕 鯨船 が 襲撃 され 乗組 員全 員 が殺 され た

　 　 (3・500)。

　 　　 1846年 　 1841年 に シ ドニーのマーサ号が ロイヤルテ ィ諸 島に寄港 した際,誤 ってボー ト

　 　 のオールを首長 の頭 にぶつけ て しま った。意 図的 に行われ た と思 った原住民は襲 いか かっ

　 　 てすべ ての乗組員 を殺害 した。 人食 い人種 なので,野 蛮人 は犠牲者 の遺体 を料理 した。パ

　 　 イ ソズ諸 島では1842年 にも白檀 交易船 スター号が野蛮人 に襲われ,20人 余 りの船員が死亡
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　　 した。何人かの遺体 は料理 された。船 は略奪 され焼かれた。船長が 島の王を侮辱 したのが,

　　 襲撃 の原因 の ようだ。 さらに,白 檀交易船 のブ リガ ソ ド号 とシスターズ号 も襲撃 され,多

　　 くの死者が 出た。 シスターズ号 の場合,野 蛮人 は取 り引 きのもつれか ら乗組員全員を殺害

　　 し,何 人か の遺体を料理 し,残 りは海 に捨 てた。略奪品 のなか の火薬が爆発 して原住民 に

　　 多 くの死傷者 を出 した。彼 らは火薬 の爆発 は白人 の魔術 と考 え,復 讐を誓 った。そ の後,

　　 ノーフ ォー ク島か らの脱走 囚人 と思われ る7人 の白人 の乗 った ボー トが辿 り着 いたが,原

　　 住民は復讐 のためにボー トを襲撃 し5人 を殺害 した(4・161-163)。

　　　 1848年 　イギ リス船 ヴ ァソガー ド号の乗組員が原住民に殺害 された(5・60)。

　　　 1850年 　原住民が寄港 した マ リー号を襲撃iし,乗 組員 を殺害 した。原住民は遺体を岸 に

　　 運び食べた。 ロツマ島民 の乗組員だ けが死 を免れ た。彼 は眼病を煩いほ とん ど 目が見 えな

　　 い状態だ ったので,原 住民は食べなか ったのである(5・61-62)。

　　　 1854年 　 ク ック船長は ニ ューカ レ ドニア人 を誠実で 良好 な性格 と誉めたが,フ ラソスの

　　 ダソ トゥル カス トーの探検隊 の歴史家は,ク ックが彼 らの性格 の良さを誉め過 ぎてい ると

　　 考えてい る。 フランス人達は彼 らが食人 に淫 して いる確かな証拠を得た とい う(5・70)。

　　　 1857年 　原住民は,白 檀採取 の作業 のため滞在 していた11人 のフラソス人 と14～15人 の

　　 ハ ワイ人を襲撃 し,全 員を殺害 した(5・73)。

　　　 1859年　 ニューカ レ ドニアには人食い人種 が住 んでい る(2・265)。

　　　 1866年 　 フラソス の軍艦の ボー トに乗 っていた船員が,原 住民に殺 され,料 理 され て食

　　 べ られた。 フランス人は野蛮人 に復讐を決行 し,あ た りにいたすべて の者を殺 し,村 々に

　　 火をつけた。焼死 した者以外に150人 以上 が殺害 された(5・75)。

ニ ューヘブ リデ ス

　　　 1801年 　エ ス ピリツサ ン ト島に寄港 した捕鯨船 ウォーカー号 のボー トに,原 住民は矢を

　　 放 ち石を投げ た。数 日後,傷 が もとで2人 の船員が死亡 した。船員達は理 由のない残酷 な

　　 攻撃 に怒 って報復 し,多 くの野蛮人 を死 に至 ら しめた。 ウォーカー号は島の他 の場所 でも

　　 野蛮人の襲 撃にあ った(2・286-289)。

　　　 1840年 　 ロン ドン伝道協会 の宣教 師のジ ョソ ・ウィリアムスとハ リスは,1839年11月 に

　　 エ ロマソガ島の野 蛮人 に殺 された。食べ られ たのでは と推測されてい る(2・276)。 エ ロマ

　　 ソガ島の原住民 は野蛮 な民族 で,他 の島 々の人 々 とは まった く違 い,人 種的には アフ リカ

　　 の黒人(African　 negroes)に 近い。彼 らは野蛮で下劣な民族 である(2・281)。 イギ リス軍

　　 艦が エ ロマ ソガ島に来航 し,隣 のタ ソナ島 の首長 の仲介 でウ ィリアムス らの遺骨を収容 し

　　 た。 も う1人 の西洋人の遺骨 も届け られた。原住民は ウィ リアムスらの上 陸に先立つ数 カ

　　 月前に殺 された老 の遺骨だ と言 った(2・284)。

　　　 1846年 　厘住民がイギ リスの捕鯨船 ケイ プ ・パ ケ ッ ト号を襲撃 し,4人 以外の船 員を皆

　　 殺 しに した。死体 は岸 に運ぼれ食べ られた。船は略奪 され焼かれた(5・110)。

　　　 1855年 　布教 のためエ フ ァテ島に赴いた2人 のク ック諸島の ラロ トソガ島出身の島民伝

　　 道師 と妻達は,島 に着い てわずか19日 後に,恐 ろ しい食人 の宴会の食料 とす るために殺 さ
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　　 れた。なぜ こんな残酷な行為が行われ たのかは不 明である(2・258)。

　　 　 1859年 　キ リス ト教化 されて いない ポ リネシアの島々で しば しぼ起 こる大規模な虐殺 の

　　 情報が マ レクラ島か ら届いた。 シ ドニーの船 メイ ド号 の船長 とほ とん どの乗組員が原住民

　　 によって冷酷にも殺害 された(4・115)。

　　 　 1861年 宣教師 ウ ィリアムス らの殺害は,以 前来島 して多 くの人 々を殺 し畑を荒 ら した

　　 白檀採取の一行 が戻 って来た と誤解 されて生 じた のだ と言 う(4・495-497)。

　　 　 1872年 　宣教 師 ゴー ドソがエ ロマ ソガ島の原住民に殺 された(7・336)。

　　 　 1876年 　エ スピ リツサ ソ ト島 の女性は性格 も服装 もひ ど く醜 い。だか ら男達は よそ者 に

　　 嫉妬 しない(5・86)。

ソロモ ン諸島

　　 　 1803年 　サ ソタクルス諸島の原住民は野蛮で狡猜 で信頼出来 ないか ら,彼 らに発砲せ ざ

　　 るを得ない(7・233)。

　　 　 1829年 　イ ギ リスの捕鯨船 アルフ レッド号 の5人 の乗組員が原住民に殺害 された。原住

　　 民は捕鯨船 ジ ョソ ・ブル号の乗組員 も毒殺 しよ うと した(6・459)。

　　 　 1830年 　オ ソ トソ ・ジャヴ ァ島 の近 くの島の住民は まった く裸で,亀 甲の鼻飾 りに よっ

　　 て顔つ きは一層野蛮人に見えた(3・253)。

　　 　 1837年 　オ ソ トソ ・ジャヴ ァ島で・ アメ リカの捕鯨船・・一モニー号の乗組員が原住民 に

　　 殺害 された(5・342)。

　　 '1842年 　イ ギ リスの捕 鯨船 オ フ レー号の乗組員16人 が モノ島 で殺害 された。 ナイ フが盗

　　 まれたので,船 長が原住民の首長を人質 に取 った ことが原因 とい う(4・626)。

　　 　 1860年 　サ ンタイザベル島で,薪 を入手す るため岸に 向か った捕鯨船ヘ ソリエ ッタ号 の

　　 ボー トが原住民に襲撃 され,逃 げた1人 を除 く全員が死亡 した。原住民は さらにヘ ン リエ ッ

　　 タ号 も襲 撃 し,船 長 の息子を さらった(6・388-389)。

　　 　 1861年 　 アメ リカの捕 鯨船ス ーペ リアー号は モノ島 で原住民 に襲撃 され,26人 の乗組 員

　　 が死亡 したる6人 は捕虜 とな ったが,後 に訪れた船が救出 した(4…627-634).。

ニ ューギニア とその周辺

　　 　 1831年 　アメ リカの アンタークテ ィック号の乗組員が ブカ島 の近 くの島 でナマ コの作業

　　 中,大 柄 な黒人(negro)で 野蛮 な原住民に襲撃 され,13人 の乗組員が死亡。人食 い人種 の

　　 原住民は死体を食べ,頭 蓋骨を首長の家 の戸に 吊した(7・239-252)。

　　 　1846年 　 ウ ヅ ドラーク島の近 くの ロー リン島の リーフでイギ リスの捕鯨船が座礁 し,乗

　　 組員は筏を作 って岸に着 く。乗組員は難破船を材料に して9ヵ 月かか って船を作 る。 この

　　 間,原 住民 とは友好的 な関係を維持 し,食 料 の供給を受けた。 しか し船が出港す る直前,

　　 原住民は船長 と6人 の船員を殺害 した。船員の1人 が犯 した何かの違 反に対す る報復 と思
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ヒ

　　 われ る。生 き残 った者達は26マ イル離れた ウ ッ ドラーク島に渡 り,こ こで親切 に迎 えられ

　　 た。その後,ロ ー リソ島の原住民が何人か来て,島 で起 こった ことを伝え ると,原 住民 は

　　 ただちに襲 撃 して,1人 を除 く全員を殺害 した(4・8-9)。
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　 　　 1876年 　以下はすべてモ レスビー船長の航海記の紹介 の記事。 ニューギニアの原住民は

　 　 凶暴 と考 えられ ている(5・96)。 ニ ューギニア島の南東 のテステ島には,食 人種だ が,そ

　 　れ 以外 には攻撃的 ではない民族 が住む(5・98)。 ニ ューギニア島北岸 のケープ ・ネル ソソ

　 　付近 の原住民 はまった く裸 で,嫌 悪感 を催す顔つ きで,肌 の色は黒 く,髪 は長 く醜 い巻き

　 　 毛である(5・102)。

N　 文 明的 なポ リネ シア人 と野蛮な メラネシア人

　 こ こで ポ リネ シア と メ ラネ シア に関 す る新 聞記 事 の 内容 を 検 討 す る こ とに し よ う。

　最 初 に肯 定 的 な 内容 の記 事 に つ い て見 てい こ う。まず,ポ リネ シア に関 す る記 事 に,

18世 紀 の ヨー ロ ッパ で盛 ん に 論 じられ た 「高 貴 な 野 蛮人 」 や 「楽 園 」 の イ メー ジは ほ

とん ど現 れ な い。 圧 倒 的 に 多 い の は,キ リス ト教 の布 教 で文 明化 が進 ん で い る とい う

内 容 の記 事 であ る。 この こ とは,特 に ソサ エ テ ィ諸 島 で は繰 り返 し述 べ られ て い るが,

ポ リネ シ ア の広 い地 域 にわ た って 見 る こ とが で き る。 これ に対 して メ ラネ シア の肯 定

的 な 内容 の記 事 は 非常 に少 な い(こ の こ とだけ か ら も,メ ラネ シアに つ い て は否 定 的

な イ メ ー ジが 強 い とい うこ とが 予 測 され る)。 そ して,メ ラネ シ ア で キ リス ト教 の進

展 に つ い て述 べ られ て い るの は フ ィジ ー と ニ ュー カ レ ドニ アの リブ 島だ け で あ る。 ま

た,メ ラネ シアで は 肯 定 的 な 内容 の記 事 は1850年 代 以 降 に しか現 れ な い。

　 次 に 否定 的 な 内容 の記 事 を見 る と,来 島 した西 洋 人 と 島の 住民 との衝 突 に よ り死傷

者 が 発 生 した とい う事 件 の報 道 が多 い 。 これ は ポ リネ シ ア と メ ラネ シア の双 方 に 共 通

して 見 られ る こ とだ か ら一応 括 弧 に括 って,そ れ 以 外 の記 事 を見 る と,非 常 に 明 確 な

傾 向を 見 い だ す こ とが で き る。 それ は食 人 に 関 す る記 事 で あ る。 ポ リネ シアで は マル

ケサ ス諸 島 に つ い て集 中 的 に 食人 の報 告 が な され て い る。 マル ケサ ス 以外 のポ リネ シ

ア地 域 で も食 人 とい う言 葉 は 出現 す るが,そ れ は,キ リス ト教 の 影響 で食 人 は 終 息 し

た(ツ ア モ ツ,ク ック諸 島)と か 最近 ま で食 人 を 行 って い た(フ トゥナ)と い う よ う

に過 去 形 で語 られ るか,食 人 を 行 って い る疑 惑 や 噂 が あ る(ツ ア モ ツ,ク ック諸 島,

ニ ウエ)と い うもの で あ って,現 在 も食 人 を行 って い る と断定 的 に 書 か れ て い る所 は

マル ケ サ ス 以 外 に は な い(マ ル ケ サ ス で 食 人 が 行 わ れ て い た 理 由 に つ い て は 後 述 す

る)。 ま た,ソ サ エ テ ィ諸 島 ・ハ ワイ ・サ モ ア ・ トソガ ・ニ ュー ジ ー ラ ソ ドな どの主

要 な 島 々に は食 人 の 記 事 は な い。 これ に対 して メ ラ ネ シ アで は,フ ィジ ー ・ニ ュ ーカ

レ ドニ ア ・ニ ューヘ ブ リデ ス ・ニ ューギ ニア と広 範 な地 域 で,食 人 が 行 わ れ て い る と

書 か れ て い る(ソ ロモ ン諸 島 に 関す る報 告 は な い)。
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　 ア レンズ は,多 くの文 化 に お い て食 人 とい う行 為 は,「 極 度 に 象 徴 的 な 儀 式 の 場 面

を 除 い て,想 像 し得 る限 り最 も漬 神 的 な行 為 」 で あ り,「 文 明 的 な 存 在 様 態 と野 蛮 な

存 在 様 態 」 を 分 け る 境 界 確 定 の 役 割 を 果 た す と述 べ て い る(ア レ ソ ズ1982:187,

194)。 また,ク ック諸 島 の首 長 が 「昔 だ った らあ な た が た を殺 して食 べ ただ ろ うが,

今 は キ リス ト教 徒 だ か ら あな た が た は安 全 だ 」 と言 って い た よ うに,キ リス ト教 へ 改

宗 す る こ とは 食 人 を止 め る こ と と同義 で あ った 。 オ セ ア ニ アに お い て も,食 人 は 文 明

/野 蛮,キ リス ト教 徒/異 教 徒,ポ リネ シア/メ ラネ シ ア とを 分 け る重 要 な 指標 とな っ

て い る。

　 宣 教 師 や 島 民伝 道 師が 殺 され た事 件 は,ポ リネ シ アか ら も メ ラネ シ アか らも報 告 さ

れ て い る。 ポ リネ シア では,1824年 の トンガの 記 事 と1837年 の ウ ォ リス の ウヴ ェア島

の記 事 が あ る。 トンガの 事 件 は,布 教 の歴 史 を 記 した記 事 の な か で述 べ られ て い て,

実際 に発 生 した の は1797年 で あ る。 また,ウ ヴ ェア の事 件 も1835年 に発 生 した 。 メ ラ

ネ シアで は1837年 の フ ィジLの 記 事 と,ニ ュ ーヘ ブ リデ スの1840年(実 際 に発 生 した

の は39年,以 下 同様),55年(53年),72年(61年)の 記 事 が 事 件 を報 じて い る。 ポ リ

ネ シアに お け る事 件 は早 い 時 期 に起 こ った 。 メ ラネ シア につ い て報 じ られ た 事 件 は ポ

リネ シア よ り遅 く,1830年 代 以 降 に発 生 し,し か も40年 と55年 の記 事 は,遺 体 は 食 べ

られ た(ら しい)と い う一 層 シ ョ ッキ ングな 事 実 を述 べ てい る。

　 また,ポ リネ シア にお いて は キ リス ト教 の 布 教 に よ り人 々が きち ん と した 衣 服 を 身

につ け る よ うに な った とい う記事 が散 見 され る。 腰 に何 か を 纏 った だ け の 「裸 」 とい

う記 事 は,ポ リネ シアに も現 れ るが,「 裸 で も快 活 」(ト ン ガ,ロ トゥマ)と か 「教 会

に行 くの に裸 」(ク ック諸 島)と い った よ うに 肯 定 的 な文 脈 の 中 で 述 べ られ て い る。

これ に対 し,ニ ウエ,ツ ヴ ァル,フ トゥナ とい った ポ リネ シ ア中央 部 の小 さな 島 々 と

メ ラネ シア で に,裸 が 「黒 い肌5)]や 「野 蛮 人 」 とい った言 葉 を も伴 って 否定 的 な 文

脈 の中 で 示 され る傾 向が あ る。

　 以 上 を 通 して浮 か び上 が って来 る19世 紀 の ア メ リカ にお け るオ セ ア ニア の人 々に対

す る全 体 的 な イ メ ー ジは,「 文 明 へ の 道 を歩 み つ つ あ る キ リス ト教 徒 の 住 む ポ リネ シ

ア人(食 人 の行 わ れ るマ ル ケサ ス諸 島 を例外 と して)」 と 「(宣教 師達 を も殺害 し食 べ

て しま う)野 蛮 な食 人 種 の住 む メ ラネ シ ア人 」 とい うも ので あ り,ポ リネ シア と メ ラ

ネ シ アは キ リス ト教 的 な文 明 と野 蛮 とい う対 立 的 な構 図 の 中 に位 置 づ け られ て い る こ

とが 明 らか で あ る6も

　 以 下 で,こ う した 両 地域 の対 照 的 な様 相 が生 まれ て くる歴 史 的背 景 を 考 察 し よ う。

　 Pン ドソ伝 道 協 会 の宣 教 師 ジ ョソ ・ウ ィ リア ム ス は,1838年 の著 書 の中 で,オ セ ア
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ニアの 島 々を 東 ポ リネ シ ア(現 在 の ポ リネ シア)と 西 ポ リネ シ ア(現 在 の メ ラネ シア)

に分 け て,以 下 の よ うに キ リス ト教 の布 教 の 状 況 を 述 べ て い る。 東 部 の マ レー人 に 似

た ポ リネ シ アの ア ジ ア人 のほ とん ど全 て の民 族 は キ リス ト教 に改 宗 した 。 今や 我 々は

ポ リネ シア の黒 人 達(Polynesian　 negro)の も とに到 達 す るた め に西 へ と向か う。 し

か し,こ れ に は 多 くの危 険 が 伴 うだ ろ う(Howe　 l984:286-287)。

　 既 に述 べ た よ うに,オ セ ア ニアに お け るキ リス ト教 の 本 格 的 な布 教 活 動 は1797年 の

タ ヒチか ら始 ま り,そ こか らポ リネ シ アの全 域 へ と広 が って,1830年 代 には ポ リネ シ

アの主 要 な 島 々の 人 々は キ リス ト教 に 改 宗 した。 そ して そ の 後 に,メ ラネ シ アへ の布

教 が行 わ れ た ので あ る。

　 1939年,ウ ィ リア ムス は 自 らメ ラネ シ アへ の布 教 に 出発 した が,新 聞記 事 で 報 告 さ

れ てい る よ うに ニ ューヘ ブ リデ ス の エ ロマ ン ガ島 で 島民 の襲 撃 に よ り死 亡 した 。 メ ラ

ネ シ ア地 域 で の布 教 の 開 始 は,早 い所 で も1830～40年 代 であ った 。

　 この よ うに,メ ラネ シ アで の 布 教活 動 は ポ リネ シ ア よ りもか な り遅 れ て始 ま った の

だ が,さ らに,メ ラネ シアで の布 教 は ポ リネ シ アの よ うに順 調 には 進 まな か っ た。

　 キ ャンベ ル は メ ラネ シアで 改 宗 が 困難 で あ った 理 由を3つ 挙 げ てい る。第1に 伝 統

的 な宗 教 の問 題 。 ポ リネ シア の宗 教 で は神 々 の役 割 が 明確 で神 々 は組 織 化 され て いた

が,メ ラ ネ シ アで は多 くの精 霊 や 死 霊 が組 織 化 され ず に存 在 した。 このた め,キ リス

ト教 の神 の観 念 を 伝達 す るのが,ポ リネ シア で は比 較 的 容 易 だ った の に対 し,メ ラネ

シア で は 困難 だ った 。 第2に は言 語 の 問 題。 ポ リネ シ ア各 地 の 言語 は オ ー ス トロネ シ

ア語族 に属 し,言 語 間 の 相違 はわ ず か だ った。 メ ラネ シ アで は 系統 の異 な る数 多 くの

言 語 が存 在 し,小 さな 島 の な か で い くつ もの 言語 が話 され て い る こ とす らあ った 。 こ

のた め,ポ リネ シア で は宣 教 師 が 言語 を修 得 し聖 書 を翻 訳 す るの が容 易 で あ った の に,

メ ラネ シア で は非 常 に困 難 で あ った。 第3に 社 会組 織 の 問題 。 ポ リネ シ アでは 政 治 的

に統 一 され た 社会 の規 模 が 大 き く,王 や 首 長 は 強 大 な権 力や 権 威 を 持 って いた 。 メ ラ

ネ シ アで は 政 治 的集 団 の規 模 が 小 さ く,首 長 の 権 力 も弱 か った 。 ポ リネ シア で は王 や

首長 の改 宗 に よ って集 団全 体 が改 宗 す る とい うこ とが 起 こ った が,メ ラ ネ シア で はそ

うした こ とは起 こ らな か った(Campbel11989:117)。 第3の 点 に つ い て,ニ ュー ヘ

ブ リデ ス諸 島 で布 教 した長 老 派 の宣 教 師 イ ン グ リスが 以 下 の よ うに述 べ てい る。

　 　「東 ポ リネ シ ア の マ レー人 の 間 では 首 長 が キ リス ト教 徒 に な る と,部 族 に属 す るす

べ て の 者 は 首 長 の 宗 教 を 信 仰 し な け れ ば な ら な い と考 え,キ リス ト教 徒 とな っ

た 。 …　 　 しか しパ プ ア人 の 間 で は,首 長 達 は そ の よ うな力 を もた な い 。民 主 制 が 支

配 して い る。 それ 故,宗 教 は 部 族 とい う よ り個 人 的 な事 柄 で あ る。 す べ て の人 々は 自
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己の個人的な責任に基づいて行動する」(Howe　 1984:298よ り再引用)。

　このように,メ ラネシアでのキリス ト教の布教はポ リネシアに遅れて始まった うえ

に,改 宗までにかな りの時間がかかった。 こうして,19世 紀のオセアニアでは,「 キ

リス ト教をす ぐに受け入れたポリネシア」 と 「なかなか受け入れないメラネシア功

とい う対照的な状況が生 じ,メ ラネシアでは食人が依然 として行われているとされた

のである。

　ポ リネシアではマルケサス諸島で食人が報告されていた。これは,谷 ごとに共同体

が割拠 して常に対立 し,全島にまたがる政治的統一がついに達成されなかったことと,

布教の開始は早かった(タ ヒチと同 じ1797年)に もかかわ らず,進 捗 し始めたのは

1850年代に入 ってからのことで,「ポ リネシアとしてはもっとも遅い教化活動」(石 川

1979:352-353)で あったことと関連するのであろう。

　以上のように,19世 紀のオセアニアは,本 格的にキ リス ト教の布教が開始された後,

様々な困難に出会いながらも,ポ リネシアからメラネシアへと次第に成果を挙げて

いった時代 と見ることができる。 このようなキ リス ト教的な見方は,ア メリカ人のオ

セアニア観にも大きな影響を与えた。

　シュトラウスは,1840年 代の初めまでのアメリカにおけるオセアニア地域に関する

情報源となった出版物を検討 している。それによると,最 初はクックなどの航海記が

主たるものであったが,19世 紀の最初の1/3の 時期は特にニューイソグランド地方(捕

鯨船の母港があ り,ア メリカで太平洋地域との関係が最 も密接であった地域である)

の新聞を介 して伝えられる情報が重要となったという。そ して,1825年 以降は,オ セ

アニアの情報に関 してはキ リス ト教の布教団体の出版物が圧倒的な影響を持つように

な り,1830年 までに 「アメリカの読者達は宣教師の見解をいやでも聞かなけれぽなら

ないような状況だった」 という(Strauss　1963:156)。 本稿で検討した新聞記事 も,

こうした状況を直接 ・間接に反映 したものと見ることができるであろう8も

お わ り に

　 19世 紀 の ア メ リカの新 聞記 事 の検 討 か ら,ポ リネ シア と メ ラネ シア は キ リス ト教 に

関 して対 照 的 な様 相 を 呈 す と考 え られ て い た こ とを示 した 。 この よ うな両 者 を 対 照 的

な もの と して捉 え る視角 は,18世 紀 の ク ックの航 海 に起 源 を 持 ち,現 在 に まで持 続 す

る もの だ と トー マ スは 述 べ て い る(Thomas　 1989;1997)。 ク ック と彼 の 同行 者 達 は,

ポ リネ シア の 島 々で の言 語 の 同質 性 に 気 づ き,さ らに太 平 洋 の東 と西 で人 々が異 な る
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こ とを見 い だ した。 例 えば,第2次 航 海 に参 加 した ヨハ ソ ・ライ ソハ ル ト ・フ ォル ス

ター は以 下 の よ うに 書 く。

　 「我 々 は南 海 で 主 と して2種 類 の人 々 を認 め た。 一 方 は よ り色 白で 長 い 手足 の 強壮

で す ば ら しい体 格 を し,親 切 で寛 大 な 性 格 を持 つ人 々 で あ る。 他方 は 肌 の色 が 黒 く,

ち ぢ れ か か っ た髪 で,よ りほ っそ りして 身 長 も低 い体 つ きで,よ り活 発 か も しれ な い

が,い さ さか信 頼 で きな い性 格 を持 つ 人 々で あ る」(Thomas　 1997:136よ り再 引用)。

　 前 者 は ポ リネ シア人,後 者 は ニ ュー カ レ ドニ ア と ニ ュー ヘ ブ リデ ス の人 々を 指 して

い る。

　 上 記 の よ うに18世 紀 には 漠然 と東 と西 に 区 分 され て い た ものを,1832年 に フ ラ ソス

の航 海 者 デ ュモ ソ ・デ ュル ヴ ィユ が ポ リネ シ ア ・メ ラネ シア ・ ミクロネ シア と明確 に

区分 した9)。彼 は,ポ リネ シア が発 達 した 芸 術 ・組 織 だ った 政 体 と宗 教 で 知 られ てい

る の に対 し,メ ラネ シア は ポ リネ シア ・ミ ク ロネ シ ア よ りも野 蛮 な状 態 に あ り,き ち

ん と した 政 治 形 態 も法律 も確 立 した宗 教 もな い,あ らゆ る制 度 は依 然 と して萌 芽 期 に

あ り,人 々の 気 質 や 知性 も一 般 に 劣 る,と 述 べ た(Thomas　 1997:144-145)。

　 19世 紀 には,デ ュル ヴ ィユ の よ うな 民族 学 的視 点 と本 稿 で 示 した キ リス ト教 的 な視

点 が併 存 し,引 用 した宣 教 師 イ ング リス の言 葉 に見 られ る よ うに,両 者 を 結 び つ け て

論 じられ る こ と もあ った 。

　 20世 紀 の ア メ リカで 広 く読 まれ てい る雑誌 の 『ナ シ ョナル ・ジオ グ ラフ ィ ック』 に

も ポ リネ シア ・ミク ロネ シ アは メ ラネ シ ア とは 異 な る世 界 と して 提示 され て い る,と

述 べ るの は ル ッツ と コ リンズ で あ る。 この 雑 誌 に 掲載 され た 写 真 か ら第 三 世 界 が ど の

よ うに表 象 され て い るか を 考 察 した彼 らは,ポ リネ シ ア ・ミク ロネ シア の場 合,男 性

は カ ヌーに 乗 って い る と ころが 示 され,ロ マ ソチ ィ ックな航 海 者 の イ メ ー ジが呈 示 さ

れ て い る と言 う。 そ して女 性 は,ゴ ー ギ ャ ンの絵 の構 図 に似 たけ だ る く横 たわ る ポ ー

ズ で示 され,女 性 の セ ク シ ュア リテ ィー と美 が強 調 され て い る。 さ らに,髪 に花 を か

ざ した女 性 の ポ ー トレー トが 並 ん で い る。 労 働 して い る写 真 よ りも男 女 が 踊 る写 真 が

用 い られ る。 これ に 対 して メ ラネ シ ア(特 に パ プア ニ ューギ ニ ア)の 場 合,顔 に 彩 色

を 施 し鼻飾 りをつ け た 男 性 の ポ ー トレイ トが 並 び,男 が化 粧 を す る 「異 様 さ」 が 強調

され る。 さ らに 男性 は 弓矢 を用 い る狩 猟 者 と して,女 性 は網 袋 の 中 に豚 や 赤 ん 坊 を 入

れ て 運 び 畑 で あ くせ く働 く者 と して示 され る。 メ ラネ シアは,暴 力 ・タ ブー ・危 険 ・

冒険 の 地 域,時 間 を超 越 した 地 域(今 に残 る石 器 時 代)と して 示 され て い る(Lutz

and　Collins　1993:133-153)。

　 ル ッ ツ とコ リソズ は,雑 誌 は 発 行部 数 を 維 持 す るた め に,既 に存在 す る文 化 的 観 念
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に訴 え なけ れ ば な ら な い と述 べ る(Lutz　 and　Collins　 1993:133-134)。 雑 誌 は 読 者 の

持 つ イ メ ー ジに沿 った 記 事 ・写 真 を載 せ,読 者 は それ に よっ て 自分 の イ メ ー ジを 再確

認 す る。 こ うして,ポ リネ シ ア と メ ラネ シ アの対 照 的 な イ メ ー ジは持 続 す る。

注

1)　 ソサエテ ィ諸島の戦争の神 で,平 和時には収穫 と豊饒 の神 でもあるオ ロを祀 る宗教結社で,

　 結社の人 々は各地を回 って歌や踊 りを オロ神に捧げた。彼 らは,結 社の メソバ ーの男女の間

　 で,ま た訪れた土地の人々 との間 で性的な関係を結び,子 供がで きる と殺 した とい う。
2)か つては,オ セ アニアの人 々は 「イ ンディアソ」 と呼ばれた。

3)事 件が 「フ ィジーで起 こった」 とい うのは誤報で,実 際 には ミクロネシアのギルバー ト諸

　 島で起 こった(5・5-8)。
4)か つては,オ セア ニア全域が 「ポ リネシア」 と呼ぼれた。

5)イ ギ リス人は古 くか ら黒 とい う色に対 して 「不快感以上 の嫌悪感」を抱いていた。 さらに

　 奴隷 制 に よ って 黒 人 蔑 視 が 強 ま った とい う(マ ー シ ャル ・ウ ィ リア ム ズ1989:64,

　 341-342)。

6)本 稿 では省略 した ミクロネ シアについて ごく簡単 に述べ てお くと,肯 定的な内容の記事 と

　 否定 的な内容の記事の件数を比較す るとほぼ同数 で,メ ラネシアのよ うに肯 定的内容 の記事

　 が極端 に少ない とい うことはない。キ リス ト教 の進展 に関す る記事は少ないが,食 人 の慣 習

　 についての記事はない。 この ことか ら,ミ クロネ シアに関す るイメージはメ ラネ シア とは対

　極的 で,ポ リネ シアに近 いものと位置づけ ることが可能 となろ う。
7)　 メラネシアの中で も社会組織が 「ポ リネ シア的」 とされ るフ ィジーとニューカレ ドニアで

　 はキ リス ト教への改宗 が早か った。
8)　 ウォー ドの本に収 められた新聞記事に も,キ リス ト教系の新 聞から採 られた ものがあ る。

9)「 メラネ シア」 とい う言葉 が広 く使 用 され る よ うにな るのは19世 紀 の中頃か らだ とい う

　 (Howe　 1984:287)。
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